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本
委
員
会
を
、
１
月
27
日
に
開
催
し
、

公
共
施
設
の
維
持
管
理
対
策
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
報

告
い
た
し
ま
す
。

　
近
年
、
耐
用
年
数
を
経
過
し
更
新
時
期

を
迎
え
る
公
共
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
施

設
の
維
持
管
理
に
多
額
の
費
用
が
見
込
ま

れ
、
市
の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
12
月
よ
り

「
公
共
施
設
の
維
持
管
理
対
策
に
つ
い
て
」

を
閉
会
中
の
審
査
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ
ま

で
審
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
は
、
担
当
課
よ
り
多
久
市

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画(

案)

に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
計
画
の
内
容
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
総
量
の
縮
減
と
規
模
の
適

正
化
を
目
的
と
し
た
施
設
の
再
配
置
を
実

施
す
る
こ
と
と
、
維
持
し
て
使
用
す
る
施

設
に
つ
い
て
は
長
寿
命
化
を
推
進
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
あ
る
程
度
確
認
で
き

た
の
で
、委
員
会
か
ら
計
画
に
対
し
て
は
、

次
の
と
お
り
意
見
を
附
し
て
継
続
審
査
を

終
了
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
か
ら
の
意
見
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
の
公
共
施
設

個
別
施
設
計
画
が
示
さ
れ
た
が
、
具
体
的

な
施
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。
市
民
の
人
々
が
理
解
さ
れ
計
画
を

実
施
す
る
た
め
具
体
的
な
計
画
を
策
定
す

る
必
要
が
あ
り
、ま
ず
、短
期(

１
～
10
年)

対
応
の
施
設
か
ら
早
急
に
年
次
計
画
を
つ

く
り
、
計
画
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
。
ま

た
、
計
画
を
速
や
か
に
進
め
る
た
め
の
専

門
部
署
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
以
上
の
と
お
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

 

令
和
４
年
度

 

補
正
予
算
の
主
な
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
事
業

・
畜
産
農
家
事
業
継
続
支
援

　
（
飼
料
費
の
一
部
支
援)

�

１
，３
３
１
万
円

・
稲
作
農
家
事
業
継
続
支
援
（
水
稲
作
付

　
け
に
必
要
な
経
費
の
一
部
支
援
）

�

１
，４
２
２
万
円

・
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業

　
（
感
染
症
対
策
に
必
要
な
物
品
調
達
）　

�

98
万
円

交
通
安
全
対
策
1
億
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

�（
交
通
危
険
箇
所
の
整
備
、
市
道
外
側

線
の
引
き
直
し
）�

1
億
円

⃝
�

佐
賀
中
部
広
域
連
合
議
会

�

古
賀　
公
彦

�

中
島　
慶
子

⃝
�

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

�

野
北　
　
悟

⃝
�

天
山
地
区
共
同
衛
生
処
理
場
組
合
議
会

�

中
島　
國
孝

�

彌
冨　
博
幸

⃝
�

天
山
地
区
共
同
斎
場
組
合
議
会

�

渡
島　
幸
司

�

尾
形　
武
史

⃝
�

天
山
地
区
共
同
環
境
組
合
議
会

�

小
川　
三
郎�

�

香
月　
正
則

⃝
�

多
久
小
城
医
療
組
合
議
会

�

野
北　
　
悟

�

香
月　
正
則

�

千
北　
政
利

�

鷲
﨑　
義
彦

⃝
�

監
査
委
員�

鷲
﨑　
義
彦

　令和 5年 3月市議会定例会は、 3月 1日から17日まで（会期17日間）開かれました。
　今回は 8人の議員が市政一般に対する質問を行いました。
市長から提出されました32件（条例12件、予算16件、その他 4件）の議案について審議し、いず
れも原案どおり可決したほか、議員提出議案 1件を可決しました。

　令和 ５ 年　 ３ 月定例会

 閉 会 中 審 査 報 告

総
務
文
教
委
員
会

閉
会
中
審
査
報
告

　

５
月
臨
時
会
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去
る
令
和
５
年
１
月
19
日
、
大
分
県
国
東
市
安あ

岐き

町ま
ち
の
農
業
法
人
ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
株
式
会
社
に
お
い

て
産
業
厚
生
委
員
６
人
と
行
政
職
員
３
人
、
事
務
局

職
員
１
人
の
10
人
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
の
目
的
を
「
農
業
法
人
の
設
立
と
女

性
が
働
き
や
す
い
農
業
の
環
境
づ
く
り
」
と
し
、
平

成
27
年
に
設
立
後
、
令
和
２
年
に
施
設
等
の
規
模
拡

大
を
さ
れ
、
代
表
ほ
か
パ
ー
ト
従
業
員
2５
人
全
員
が

女
性
と
い
う
ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
株
式
会
社
を
選
定
し

ま
し
た
。

　
ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
株
式
会
社
の
設
立
の
き
っ
か
け

は
、
代
表
自
身
が
、
民
間
企
業
に
お
い
て
子
ど
も
が

い
る
状
況
で
働
く
環
境
の
厳
し
さ
を
体
感
し
た
こ
と

か
ら
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
で
き
る
仕
事
を
探
し
て

い
た
と
き
に
、
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
た
ど
り
着

い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
栽
培
品
目
に
つ
い

て
は
、
園
芸
施
設
で
野
菜
栽
培
を
手
掛
け
ら
れ
て
い

る
農
業
法
人
の
代
表
か
ら
「
儲
か
る
農
業
を
や
ら
な

け
れ
ば
」と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
農
業
を
考
え
、
リ
ー
フ
レ
タ
ス

の
水
耕
栽
培
を
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
販
売
先
に
つ

い
て
も
、
そ
の
農
業
法
人
の
販
売
ル
ー
ト
を
活
用
で

き
る
よ
う
協
力
を
受
け
ら
れ
た
り
、
機
械
や
運
送
業

者
共
有
を
行
い
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
園
芸
施
設
の
整
備
費
用
と
し
て
は
、
設
立
時
の
初

期
投
資
額
が
約
１
億
２
千
万
円
と
の
こ
と
で
、
国
庫

補
助
事
業
の
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
、
県
の
単
独

補
助
事
業
や
市
の
補
助
金
も
活
用
さ
れ
、
残
り
を
銀

行
等
か
ら
の
融
資
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
補
助
や
融

資
を
受
け
る
際
の
事
業
計
画
づ
く
り
が
、
未
経
験
者

に
は
大
変
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
生
産
設
備
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
全
員
が
女
性
と

い
う
こ
と
で
、
重
労
働
に
な
ら
な
い
よ
う
に
環
境
制

御
シ
ス
テ
ム
や
自
動
運
搬
の
設
備
を
導
入
し
、
作
業

台
や
肥
料
等
を
攪
拌
す
る
タ
ン
ク
の
高
さ
に
こ
だ
わ

る
な
ど
作
業
性
や
効
率
化
の
ア
ッ
プ
を
図
ら
れ
、
ハ

ウ
ス
内
も
含
め
て
清
潔
で
ク
リ
ー
ン
な
環
境
を
実
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
働
き
方
に
つ
い
て
も
、
個
々
の
事

情
に
寄
り
添
い
就
業
時
間
や
休
み
を
調
整
す
る
こ
と

で
働
き
た
い
と
き
に
働
け
る
環
境
、
そ
し
て
、
生
き

が
い
と
な
る
職
場
づ
く
り
も
意
識
さ
れ
、
幅
広
い
年

齢
層
の
人
を
雇
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
高
収
益
の
園
芸
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
多
久

市
に
お
い
て
は
、
牛
津
川
沿
い
の
場
所
は
大
雨
時
の

冠
水
の
可
能
性
が
あ
り
難
し
い
と
し
て
も
、
基
盤
整

備
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
女
性
が

活
躍
で
き
る
職
場
と
し
て
、
同
様
な
事
業
が
展
開
で

き
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
農
業
従

事
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
農
業
法
人
の
設

立
や
新
規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
の
対
策
が
必
須

で
あ
り
、
農
地

の
選
定
や
補
助

制
度
の
活
用
な

ど
行
政
と
し
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
進
め
て
い
く

体
制
の
構
築
、

ま
た
、
農
業
法

人
の
つ
な
が
り

な
ど
横
の
体
制

も
必
要
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
以
上
、
産
業

厚
生
委
員
会
の

視
察
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

産 業 厚 生 委 員 会 視 察 報 告令　和
４年度
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議案質疑

樺島　永二郎
■定住促進補助金事業について
Ｑ  今回、改正された事業や新規
事業などの詳細は。
Ａ  子育て・若者世帯定住奨励金
制度では、基本額を20万円から
30万円に増額し、補助限度額50万円を撤廃します。
　空き家リフォーム補助金では、取得費用と市
外業者によるリフォーム工事費用も補助対象と
し、市内業者でリフォームを行われた場合は別
途加算額を設けます。
　新規事業として、事業者に対する補助として
宅地造成支援補助制度を新たに設けました。

■高齢者生活移動支援事業について
Ｑ  事業の目的は。
Ａ  運転免許証を自主返納をされた65歳以上の人
の、免許返納後の移動手段に対する不安を解消
し、運転に不安を覚える高齢者の自主返納を後
押しし、強いては高齢者の交通事故予防もでき
ると考えています。
Ｑ  市の補助割合・利用期間は。
Ａ  補助の割合は、タクシー運賃の 2 割とし、利
用期間は、申請後 １ 年間としています。

■図書館100周年記念イベントについて
Ｑ  記念事業の内容は。
Ａ  ４ つの記念イベントとパンフレット、ポス
ター、記念グッズ作成など、図書館創立１00周年
のPR事業を行います。
Ｑ  100年前に図書館を寄贈された高取伊好氏に
ついて取り上げないのか。
Ａ  高 取 伊 好 氏
の人物像や功績
については、１00
周年記念事業と
し て 、年 間 を
通した事業の中
で、図書館での
展示コーナー設
置や式典のパンフレットに記載をするなど、様々
な機会を捉え、市民に広く知っていただきたい
と考えています。

■ウォールアート推進事業について
Ｑ  ウォールアートを観光資源として活用してい
くには、新規作品製作や既存作品補修が必要に
なりますが、今後計画的に進めていくのか。
Ａ  この事業は、令和 5 年度からの ４ か年計画で
予定しています。
　新規作品や既存作品補修費とは別に、事業推
進のための計画、企画、広報などの運営費につ
いても、一般社団法人たく2１のまちづくり基金
を活用し計画的に事業を進めていく予定です。
　市もふるさと応援寄附を活用し、アートのま
ち多久の実現に向けて今後も支援し、今まで
ウォールアートに携わってこられた地域の人々
やアーティストの協力も得ながら、一般社団法
人たく2１と共に事業を進めていきます。

■ゴルフ場利用税交付金活用事業について
Ｑ  この事業の目的は。
Ａ  町村に配分されるゴルフ場利用税交付金を活
用し、ゴルフや、他のスポーツ全般の普及、振
興を行うため、加盟する各種目協会の育成およ
び活動の支援、促進を図ります。
Ｑ  予算200万円の活用方法は。
Ａ  ゴルフ協会が行う市民ゴルフ大会の開催や、
ジュニアおよびレディースゴルフ教室の開催経
費の補助、ゴルフ選手を招聘してのゴルフイベ
ントなど、活動を支援するための経費として１50
万円、他の競技で多久市体育協会に加盟する競
技種目協会のスポーツ振興、競技力向上などを
支援するための経費として50万円を予定してい
ます。

■多久市グリーンパークについて
Ｑ  グリーンパークの運営については、直営で運
営されますが、今後、指定管理委託等に変更さ
れるのか。
Ａ  管理運営については、レクリエーション、レ
ジャー施設の側面が大きく、民間ノウハウを活
用した運営が望ましいと考えていますが、利用
の見込みや維持管理に係る経費などを十分見極
める必要があると考え直営で管理運営を行う中
で利用状況や必要経費等を精査し、早い時期に
民間運営に移行するよう検討していきます。

※発言の一部を抜粋して掲載
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議案質疑

古賀　公彦
■合同企業説明会実施事業につ
いて
Ｑ  目的と内容、財源は。
Ａ  市内企業の人材不足の解消や
市内雇用および市内定住の促進
を目的としており、佐賀公共職業安定所にもご
協力いただきながら、多久市内で就職を希望、
検討している求職者、新卒予定者、Ｕターン、
Ｉターン希望者を対象として、市内企業による
合同説明会を開催するものです。事業内容は市
内企業PRのためのパンフレット作成および説明
会用のチラシ作成、市内外に向けた広報活動を
行いながら年 2 回の説明会を
開催する予定としています。
　また、財源についてはふる
さと応援寄附を活用します。

■高齢者生活移動支援事業について
Ｑ  事業の詳細は。
Ａ  事業の内容は、対象となる高齢者のタクシー
運賃の一部を補助するもので、対象となる人は
多久市に居住されており、令和 ４ 年 ４ 月 １ 日以
降に運転免許証の自主返納された人で、返納時
に65歳以上になられている人になります。予算
の内訳は、タクシー利用券 １ 回当たり 2 割の補
助、補助金上限額として600円、それの４８枚です
ので、お一人様最大で年間2８,８00円となります。
　この事業の財源は、介護保険の保険者である佐
賀中部広域連合からの受託事業収入となります。

■ウォールアート推進事業補助金の詳細と財源
について
Ｑ  事業の詳細、財源は。
Ａ  一般社団法人たく2１が事業主体となり、令
和 5 年度から令和 ８ 年度の ４ か年計画で既存の
ウォールアート29作品を含め、
１00作品の完成を目指す事業と
なっています。作品の制作、補
修のほか、アートのまち多久の
ブランディングを含めた戦略
策定、事業計画を行い、交流人
口増による地域経済の活性化

に向けた仕組みづくり等を作品の制作とともに
進めます。市といたしましては、新規作品の作
成費や既存作品の補修費用として、一般社団法
人たく2１へ補助を行うもので、財源はふるさと
応援寄附を活用します。

平間　智治
■多久学の推進に要する経費に
ついて
Ｑ  予算190万円の詳細は。
Ａ  デジタル版作成に係る委託
料４2万円の内訳は、紙媒体のデ
ジタル化に27万円、動画等のリンク貼付けに１5
万円を計上し、貼付け数は全体で50か所程度を
想定しています。
　デジタル版と併用して紙媒体を使用できるよ
うに、冊子版作成費用として１02万9千円計上し、
冊子版は １ 冊当たり690円程度です。また、 7 年
生以上の生徒には、多久学で
学んだことについて学習者用
端末を使ってまとめ、発信で
きるように、プログラミング
学習と関連づけた教育ツール
使用経費として４5万1千円を
計上しています。

■ホームページリニューアル委託料443万 6 千円
について
Ｑ  リニューアルの詳細は。
Ａ  公式ホームページを運用しているサーバー
OSのサポートが令和 6 年 6 月末で終了するた
め、サポート期間が長いOSの導入と、それに対
応するコンテンツマネジメントシステム（web
ページ編集ソフト）を導入します。
　リニューアルの内容は、トップページのデザ
イン変更、スマートフォンへの対応、ホームペー
ジとSNSの連携を強化したプッシュ型の情報発
信を行います。
Ｑ具体的に、どのようなリニューアルを行うのか。
Ａ  必要な情報に直接的にアクセスできるよう、
バナーや、アイコンなどをトップ画面に配置し
ます。また、スマートフォンでは、片手で操作
しやすいよう改良を図ります。

議案質疑 ※発言の一部を抜粋して掲載
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田渕　厚
■人・農地地域計画策定推進緊
急対策事業について
Ｑ  今までの人・農地プランと
の違いは何か。
Ａ  １0年後の農地の受け手が誰
になるのか、農地利用の姿を明確にした目標地
図を作成することが違いです。
Ｑ  市や農業委員会の役割は何か、また、国は全
農地の面積の担い手が利用する割合の増加を令
和 5 年までに 8 割となっているができるのか。
Ａ  農業委員会は出
し手・受け手の意向
を踏まえ目標地図の
素案を作成、多久市
は策定に向けた地域
での協議、課題の整
理、地域計画の素案
を作成します。
　策定には関係者、関係機関が協力、連携し取
り組むことが重要と考えます。
　国の集積率には令和 3 年度末は5８.9％、多久
市では、令和 5 年 2 月末で４８.2％と、目標には
程遠い集積率となっています。

■図書館創立100周年記念事業について
Ｑ  図書館100周年記念事業は写真家「田川清美
氏」パネル展とギャラリートーク、記念式典で「滝
口康彦氏」生誕企画で映画「一命」を上映とあ
る。この他、多久市出身で画家「池田学氏」、多
久市に住んでいたサザエさんの「長谷川町子氏」
のことなどを紹介して多久市をPRしてほしい。
Ａ  田川氏・滝口氏以外の長谷川町子氏や池田学
氏などのPRにつきましても検討しながら行って
いきます。
Ｑ こうした 4 つの
イベントは他の事
業者との連携はあ
るのか。例えばJR
とか昭和バスとか、
県立図書館、他の
市町の図書館の連携を含めてお聞きします。

Ａ  JRや市商工会、県立図書館、県内公立図書館
などとの連携も行っていきたいと思っています。

■グリーンパークについて
Ｑ  市の体育施設の利用料は市内利用者と市外利
用者では値段が違い、市外利用者は倍の値段に
なっている。しかし、グリーンパークの使用料
は同一になっている。この料金は弓道場に関連
して公平性、公正性は確保したとある。また、
算定方式は統一的な基準は策定されたのか。
Ａ  使用料を同一に設定したのは、市内市外から
の利用を促進し交流人口の増加と地域の活性化
につなげるためです。多久市の統一的な算定方
式については、現在検討中です。
Ｑ  利用者増加は市内義務教育学校 3 校の球技大
会や保育園など交えた大会の検討、チケットや
ポイント制などは考えているのか。
Ａ  各種大会開催に
ついては、義務教
育学校の他、各団
体に働きかけを行
い、利用者増加に
向けたチケットやポイント制度については、利
用状況を見ながら検討を行っていきます。

鷲﨑　義彦
■多久市放課後児童健全育成事
業の設備および運営に関する基
準を定める条例の一部を改正す
る条例について
Ｑ  既存の条例に追加される安
全計画と事業継続計画作成の目的などは。
Ａ  児童の安全確保を目的とする事項が国の定め
る運営基準に明確に位置づけられたことに伴い、
安全計画の策定を義務化し、安全点検、児童・
保護者への安全指導、実践的な訓練や研修の実
施、再発防止の徹底などを実施することが求め
られています。また、事業継続計画については、
計画作成・周知・必要な研修および訓練の定期
的な実施、感染症および食中毒の予防および蔓
延防止等のための研修や訓練の実施などに努め
ることなど目的達成の対応が求められているた
めです。

※発言の一部を抜粋して掲載議案質疑
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予
算
特
別
委
員
会

審　

査　

報　

告

令
和
５
年
度
多
久
市
一
般
会
計
予
算

　
審
査
の
過
程
で
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

�

民
生
費

　
就
学
前
の
発
達
障
害
児
療
育
訓
練
事

業
に
つ
い
て
、
療
育
訓
練
開
始
ま
で
の

待
機
期
間
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を

よ
り
一
層
強
化
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
生
活
移
動
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
の
目
的
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
も
し
っ
か
り
と
広
報

活
動
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。さ
ら
に
、

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
人
だ

け
で
は
な
く
、
更
新
を
行
わ
ず
失
効
さ

れ
た
人
に
も
補
助
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。ま
た
、１
年
間
の
補
助
で
は
な
く
、

継
続
し
た
制
度
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

�

商
工
費

　
合
同
企
業
説
明
会
実
施
事
業
に
つ
い

て
、
合
同
企
業
説
明
会
の
開
催
時
期
や

方
法
を
見
直
し
、
参
加
者
を
増
や
す
工

夫
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

�

消
防
費

　
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、
難
聴
地

区
の
解
消
に
向
け
た
伝
達
手
段
の
向
上

に
努
め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

�

教
育
費

　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
恕じ
ょ

る
ー
む
」

に
つ
い
て
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
や
入

所
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
今

後
を
見
据
え
た
施
設
の
規
模
や
場
所
、

支
援
員
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
議
案
は
、慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委 員 会 審 査 報 告

▲教育支援センター「恕るーむ」

▲合同企業説明会
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樺
島　
休
日
へ
の
後
期
課
程
運
動
部
活
動

の
地
域
移
行
が
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
感

じ
る
が
、
そ
の
現
状
は
。

答
弁　
地
域
運
動
部
活
動
へ
の
移
行
が
部

活
動
の
実
情
や
、
周
知
不
足
に
よ
っ
て
円

滑
に
進
ま
な
か
っ
た
点
が
あ
り
、
一
旦
加

入
い
た
だ
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
へ
の
会
費

を
払
い
戻
す
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、

地
域
移
行
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

樺
島　
保
護
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
出
て

き
た
問
題
点
、
ま
た
、
そ
の
解
決
す
る
方

法
は
。

答
弁　
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
円
滑
な
指

導
体
制
の
た
め
に
も
、
人
員
の
確
保
が
必

要
で
す
。
各
種
競
技
団
体
や
地
域
に
協
力

を
仰
ぎ
指
導
者
の
発
掘
・
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
大
会
参
加
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
や

県
に
働
き
か
け
、
大
会
参
加
要
件
の
検
討

な
ど
、
要
望
を
届
け
て
い
き
ま
す
。

　
指
導
者
謝
金
の
保
護
者
負
担
が
増
加
す

る
懸
念
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
在
り
方
も

含
め
、
関
係
者
と
協
議
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
の
会
費
に
つ
い
て
、
地

域
運
動
部
活
動
に
限
り
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
掛
金
を
加
え
た
加
入
し
や
す
い
料

金
設
定
と
し
て
加
入
促
進
に
繋
げ
て
い
き

ま
す
。

樺
島　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁　
令
和
５
年
度
か
ら
の
２
年
間
で
、

地
域
移
行
が
可
能
な
部
活
動
か
ら
順
次
地

域
運
動
部
活
動
へ
展
開
し
、
そ
の
間
も
教

育
委
員
会
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ

の
対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
令
和
７
年

度
に
は
休
日
へ
の
完
全
移
行
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼�

こ
ど
も
家
庭
庁
の
発
足
に
伴
う
市
の
対

応
に
つ
い
て

義
務
教
育
学
校
の
運
動
部
活
動

樺
島
永
二
郎

中
島　
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
指
定

さ
れ
る
と
ど
の
よ
う
な
措
置
が
あ
る
の
か
。

答
弁　
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
お
け

る
防
災
工
事
等
に
対
し
、
国
は
必
要
な
財

政
上
の
措
置
及
び
地
方
債
へ
の
特
別
な
配

慮
を
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
島　
指
定
さ
れ
て
い
る
54
か
所
の
、
た

め
池
の
調
査
方
法
は
。

答
弁　
た
め
池
の
調
査
は
、
耐
震
調
査
、

劣
化
調
査
、
豪
雨
調
査
の
３
つ
に
分
類
さ

れ
ま
す
。

中
島　
調
査
の
進
行
状
況
は
。

答
弁　
令
和
５
年
２
月
末
現
在
で
防
災
重

点
農
業
用
た
め
池
の
耐
震
調
査
に
つ
い
て

は
、
５4
か
所
中
19
か
所
が
完
了
。
劣
化
・

豪
雨
調
査
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
調

査
を
開
始
し
、
現
在
10
か
所
を
調
査
中
で

計
画
で
は
令
和
７
年
度
完
了
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

中
島　
土
砂
堆
積
を
撤
去
す
る
に
当
た
り

補
助
事
業
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
浚
渫
の
補
助
事
業
と
し
て
、
土
地

改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
、
農
業

水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業
、
災

害
復
旧
事
業
、
あ
わ
せ
て
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
の
４
つ
の
事
業
で
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
を
活
用

し
た
単
独
事
業
に
も
現
在
取
り
組
み
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
島　
土
砂
堆
積
の
浚
渫
対
応
や
管
理
者

の
負
担
削
減
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
重
点
農
業
た
め
池
に
つ
い
て

中
島
國
孝

一般質問
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防
災
・
減
災
に
つ
い
て

平
間　
国
土
地
理
院
に
よ
り
活
断
層
と
し

て
新
た
に
多
久
断
層
と
城
原
断
層
を
確
認

し
た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。地
震
対
策
は
。

答
弁　
多
久
市
へ
の
影
響
が
最
も
大
き
い

佐
賀
平
野
北
縁
断
層
帯
の
長
期
評
価
に
よ

る
と
、
平
均
活
動
間
隔
は
6
，6
０
０
年

か
ら
１
万
9
，０
０
０
年
程
度
で
、
活
断

層
全
体
が
仮
に
活
動
し
た
場
合
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
５
程
度
の
地
震
、
４
m
程

度
の
ず
れ
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
公

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
多
久
市
地
域
防
災
計
画
の
規
定

に
基
づ
き
、
震
度
４
で
災
害
情
報
連
絡
室

を
設
置
し
、災
害
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、

防
災
関
係
機
関
と
の
相
互
連
携
、
調
整
を

行
い
、
震
度
５
弱
以
上
で
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
災
害
の
予
防
お
よ
び
災
害
応

急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

平
間　
多
久
断
層
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

が
、
対
策
は
。

答
弁　
今
回
公
開
さ
れ
た
活
断
層
図
の
中

に
、
佐
賀
と
武
雄
の
２
面
の
活
断
層
図
が

あ
り
、
武
雄
の
活
断
層
図
の
解
説
書
の
中

で
、
佐
賀
平
野
北
縁
断
層
帯
を
構
成
す
る

多
久
断
層
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
今
回
発
表
さ
れ
た
活
断
層

図
に
よ
り
佐
賀
平
野
北
縁
断
層
帯
の
再
評

価
を
行
う
か
ど
う
か
は
未
定
で
あ
る
が
、

住
民
の
地
震
に
対
す
る
備
え
は
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
な
い
と
の
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。

平
間　
多
久
市
と
地
元
気
象
台
と
の
連
携

は
。

答
弁　
気
象
台
に
は
、
災
害
対
策
本
部
長

で
あ
る
市
長
自
ら
が
気
象
台
長
へ
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
に
よ
る
電
話
等
で
の
連
絡
を
入

れ
、
気
象
台
長
か
ら
逆
に
プ
ッ
シ
ュ
型
で

市
長
の
ほ
う
へ
連
絡
が
入
り
、
情
報
が
伝

わ
る
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
情

報
は
同
様
に
、
担
当
課
長
レ
ベ
ル
で
も
相

互
連
携
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
間
智
治

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
施
設
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

小
川　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
周
辺
の
西
側
の

駐
車
場
の
整
備
、
安
全
性
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

答
弁　
西
側
駐
車
場
の
水
路
上
部
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ア
ー
チ
状
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
と
な
っ
て
お
り
、

同
種
施
設
の
設
計
を
し
、

経
験
と
知
識
の
あ
る
設

計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

立
会
い
を
し
、
確
認
を
し

て
い
ま
す
。
建
設
か
ら
長

い
月
日
が
経
過
し
て
い

る
た
め
、
一
部
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
な

ど
が
生
じ
て
い
る
も
の

を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、

通
行
に
支
障
は
な
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
工
事
で
は
、
今

ひ
び
割
れ
等
が
あ
り
ま

す
け
ど
、
そ
の
部
分
を
修

復
す
る
と
と
も
に
、
議
員

お
尋
ね
の
水
路
上
部
の

道
路
の
路
盤
に
つ
い
て

も
補
強
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
駐
車
場
の

利
用
形
態
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常
時
利
用

す
る
駐
車
場
は
約
１
１
０
台
駐
車
可
能
な

管
理
棟
の
北
側
を
利
用
し
ま
し
て
、
そ
こ

が
満
車
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
西
側
の
駐

車
場
を
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

小
川　
常
に
安
心
・
安
全
な
場
所
に
な
る

よ
う
に
、
適
切
な
安
全
点
検
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
や
す
い
多

久
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
川
三
郎

一般質問
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中
島
　

認
知
症
の
見
守

り
支
援
シ
ー
ル
事
業
の

状
況
は
。

答
弁
　

見
守
り
支
援

シ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ホ
の
ア
プ
リ
上
で
読

ん
で
い
た
だ
く
と
、
そ

の
ご
家
族
に
つ
な
が
る

（
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
伝
言

板
）
こ
と
で
、
安
否
確
認

を
し
て
お
り
、
認
知
症
の

人
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
際
、
シ
ー
ル
を
つ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
安
全

確
保
が
図
ら
れ
ま
す
。

中
島　
「
多
久
市
暮
ら
し

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
事

業
に
つ
い
て
。

答
弁
　

お
で
か
け
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
中
で
、

令
和
４
年
７
月
末
に
病

院
や
買
物
の
付
添
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
、
現
在
５2
名
お
ら
れ
ま
す
。
令
和
５

年
２
月
ま
で
の
利
用
件
数
は
延
べ
２
０
２

件
、
支
援
す
る
お
で
か
け
サ
ポ
ー
タ
ー
は

20
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
で
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生
活
が
継
続

で
き
て
い
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
全
世
帯
の
６０
％
が
高
齢
者
の

い
る
世
帯
。
高
齢
者
の
計
画
、

福
祉
計
画
の
対
応
策
に
つ
い
て

中
島
慶
子

児
童
生
徒
の
登
下
校
の
安
全
に

つ
い
て

香
月　
学
校
安
全
計
画
の
中
で
、
犯
罪
等

に
対
す
る
子
ど
も
の
危
険
回
避
に
つ
い
て

の
教
育
の
内
容
は
。

答
弁　
不
審
者
が
学
校
内
に
侵
入
し
た
際

の
対
応
と
し
て
、
不
審
者
対
応
避
難
訓
練

を
実
施
し
、
緊
急
時
で
も
児
童
生
徒
が
安

全
に
避
難
で
き
る
よ
う
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
級
活
動
な
ど

で
は
、
例
え
ば
低
学
年
で
、
場
面

に
合
わ
せ
、
い
か
の
お
す
し
─
─

行
か
な
い
・
乗
ら
な
い
・
大
声
で

叫
ぶ
・
す
ぐ
に
逃
げ
る
・
知
ら
せ

る
の
合
い
言
葉
と
と
も
に
、
指
導

す
る
時
間
を
設
け
た
り
、
中
高

学
年
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
の
使
用
に
よ
り

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を

防
止
す
る
教
室
を
警
察
と
連
携

し
て
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
発
達

の
段
階
に
応
じ
た
指
導
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

香
月　
個
人
な
ど
の
家
に
外
も

映
る
よ
う
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
こ
と
を
条
件
に
費
用
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
検
討
し
て

み
て
は
。

答
弁　
防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
へ
の
抑
止
効

果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

周
辺
自
治
体
に
お
け
る
設
置
状
況
や
事

例
、
補
助
制
度
の
内
容
を
検
証
し
て
、
多

久
市
防
犯
協
会
、
警
察
署
な
ど
の
関
係
機

関
と
の
協
議
を
行
い
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
費
用
の
補
助
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼�

県
立
大
学
誘
致
に
つ
い
て

香
月
正
則

一般質問

▲サンプル
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一般質問
道
路
管
理
に
つ
い
て

田
渕　
道
路
は
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
い
わ
れ

る
穴
が
、
梅
雨
時
期
な
ど
雨
の
多
い
時
期

に
発
生
し
や
す
い
が
、
車
両
が
走
行
す
る

時
に
騒
音
や
振
動
が
生
じ
沿
道
に
影
響
を

及
ぼ
す
、
こ
う
し
た
補
修
は
年
間
ど
れ
位

あ
る
の
か
。

答
弁　
職
員
で
可
能
な
修
繕
は
年
間
に
約

１
０
０
か
所
以
上
、
業
者
に
よ
る
補
修
は

年
間
約
20
か
所
程
度
で
す
。

田
渕　
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
や
剥
離
し
た
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
混
合
物
が
飛
び
跳
ね
車
両
の
損

傷
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
転
倒
事
故
な
ど

の
リ
ス
ク
が
あ
る
、
そ
う
し
た
事
例
は
あ

る
の
か
。

答
弁　
平
成
30
年
に
3
件
、
令
和
2
年
に

1
件
の
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
損
傷
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

田
渕　
道
路
補
修
工
事
は
優
先
順
位
が
あ

る
の
か
。

答
弁　
優
先
順
位
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

地
元
要
望
な
ど
を
基
に
路
面
状
況
を
確
認

し
、
補
修
の
年
次
計
画
を
立
て
実
施
し
ま

す
。
路
面
点
検
は
、
国
土
交
通
省
の
路
面

点
検
要
領
に
基
づ
き
診
断
し
て
い
ま
す
。

田
渕　
道
路
は
車
や
歩
行
者
、
自
転
車
な

ど
の
通
行
や
、
電
柱
、
水
道
管
、
下
水
道

管
な
ど
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
生
活
に
は

切
り
離
せ
な
く
重
要
で
す
。
道
路
が
水
災

害
な
ど
で
陥
没
や
壊
れ
る
と
私
た
ち
の
日

常
生
活
が
大
変
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
例

は
ど
れ
位
あ
る
の
か
。

答
弁　
令
和
元
年
か
ら
令
和
３
年
は
多
く

の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
復
旧
工
事

は
令
和
4
年
度
末
で
全
て
完
了
予
定
で
す
。

田
渕
　
厚

多
久
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

國
信
　
多
久
市
北
部
工
業
団
地
相
の
浦
工

区
を
２８
年
も
の
間
埋
め
き
れ
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。

答
弁　
景
気
動
向
や
立
地
な
ど
の
条
件
も

あ
り
ま
す
。
課
題
の
中
で
工
夫
し
な
が
ら

企
業
誘
致
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

市
や
民
間
遊
休
地
も
含
め
企
業
誘
致
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

國
信　
人
口
減
少
が
進
み
市
内
で
中
央
校

の
み
に
な
る
の
で
は
と
い
う
話
を
聞
く
が
。

答
弁　
現
時
点
で
は
、
３
校
体
制
を
維
持

し
て
い
く
方
針
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

國
信　
Ｔ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
に
つ
い
て
の
過
疎
債

の
返
済
に
つ
い
て
は
。

答
弁　
Ｔ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
建
設
の
過
疎
債
に
つ

い
て
は
、
３
年
据
え
置
き
の
12
年
間
で
返

済
を
行
う
予
定
で
す
。

國
信　
旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
む
つ
み

荘
」
の
代
替
施
設
に
つ
い
て
は
。

答
弁　
Ｔ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
内
に
整
備
し
た
交
流

ス
ペ
ー
ス
「
彩
り
」
の
利
用
者
増
の
取
り

組
み
に
努
め
ま
す
。

國
信　
西
多
久
多
目
的
広
場
の
経
済
効
果

は
。

答
弁　
大
会
等
開
催
時
、
市
内
の
商
店
や

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の
商
品
購
入
や
弁
当
の

予
約
な
ど
が
あ
り
、
一
定
の
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

國
信　
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
い
ぱ
れ
っ
と
の

今
後
の
利
用
は
。

答
弁　
一
般
社
団
法
人
た
く
21
と
連
携
し

て
利
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

國
信　
多
久
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
利
用

者
増
の
手
段
は
。

答
弁　
情
報
発
信
・
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
誘

致
等
、
利
用
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

國
信　
新
公
立
病
院
の
過
疎
債
返
済
は
。

答
弁　
30
年
間
で
の
返
済
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

國
信
好
永
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　今回、12年ぶりの選挙を経て新たに 7 人の新人議員が誕生しました。議
会改革については、以前からタブレットの導入や政務活動費なども含めて
検討を進めており、 2 年間を目途に一定の結論を出すつもりです。市政発
展のため活発で実のある議論ができるよう議会運営に努めてまいります。

４ 月23日、多久市議会議員選挙が行われ、15名の議員が選出されました。

〜議長あいさつ〜

多 久 市 議 会 　多 久 市 議 会 　 議 員 紹 介議 員 紹 介

彌彌い
や
い
や
冨冨ど
み
ど
み　　
博博ひ
ろ
ひ
ろ
幸幸ゆ
き
ゆ
き

（（
１１
期
・
期
・
6969
歳
）
歳
）

中中な
か
な
か
島島し
ま
し
ま　　
國國く
に
く
に
孝孝た
か
た
か

（（
６６
期
・
期
・
6969
歳
）
歳
）

香香かか

月月つ
き
つ
き　　
正正ま
さ
ま
さ
則則の
り
の
り

（（
４４
期
・
期
・
5050
歳
）
歳
）

坂坂さ
か
さ
か
口口ぐ
ち
ぐ
ち　　
絹絹き
ぬ
き
ぬ
代代よよ

（（
１１
期
・
期
・
6060
歳
）
歳
）

田田たた

渕渕ぶ
ち
ぶ
ち　
　
　
　
厚厚あ
つ
し

あ
つ
し

（（
４４
期
・
期
・
7272
歳
）
歳
）

廣廣ひ
ろ
ひ
ろ
橋橋は
し
は
し　　
時時と
き
と
き
則則の
り
の
り

（（
１１
期
・
期
・
6464
歳
）
歳
）

中中な
か
な
か
島島し
ま
し
ま　　
慶慶け
い
け
い
子子ここ

（（
６６
期
・
期
・
7575
歳
）
歳
）

野野のの

北北き
た
き
た　
　
　
　
悟悟さ
と
る

さ
と
る

（（
５５
期
・
期
・
5959
歳
）
歳
）

鷲鷲わ
し
わ
し
﨑﨑ざ
き
ざ
き　　
義義よ
し
よ
し
彦彦ひ
こ
ひ
こ

（（
２２
期
・
期
・
6767
歳
）
歳
）

尾尾おお

形形が
た
が
た　　
武武た
け
た
け
史史しし

（（
１１
期
・
期
・
4848
歳
）
歳
）

市市い
ち
い
ち
丸丸ま
る
ま
る　　
勝勝か
つ
か
つ
義義よ
し
よ
し

（（
１１
期
・
期
・
5050
歳
）
歳
）

小小おお

川川が
わ
が
わ　　
三三さ
ぶ
さ
ぶ
郎郎ろ
う
ろ
う

（（
２２
期
・
期
・
4242
歳
）
歳
）

渡渡わ
た
わ
た
島島し
ま
し
ま　　
幸幸こ
う
こ
う
司司じじ

（（
１１
期
・
期
・
5353
歳
）
歳
）

古古ここ

賀賀がが　　
公公ま
さ
ま
さ
彦彦ひ
こ
ひ
こ

（（
４４
期
・
期
・
6767
歳
）
歳
）

千千ちち

北北き
た
き
た　　

政政ま
さ
ま
さ

利利と
し
と
し

（（
１１
期
・
期
・
6767
歳
）
歳
）

議長　議長　野北　悟野北　悟
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見
や
す
く
て
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い

植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

多久市議会 検 索


